








出土遺物 (縄文土器・庄内式上器・古留式上器)

出土遺物 (庄内式上器・土師器・瓦)
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第32章 日下・馬場遺跡・石凝寺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成16年度公共下水道第33工区管きょ築造工事

調 査 地 点 東大阪市日下町 2丁目1481-1～ 1451他

3 調 査 面 積 256∬

4 調 査 期 間 平成17年 8月 5日 ～10月 27日 (延べ18日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は孔舎衝東小学

校の南である。当地点は日下・馬場遺跡・石凝寺跡内に位置し、下水道部と

協議した結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約0,9mで長

さ277mの間であり、開削工法と一部推進工法である。

調査地点位置図 (1/5000)
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A-4地 区 C-2地 区

A地区調査地遠景

――-lrn

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-4地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 灰オリーブ色(7.5Y4/2)細 粒砂

混じリシル ト。

C-2地 区の層序

第 1層 盛土。

第 2層 オ リーブ褐色(2.5Y4/3)細 粒砂

混じリシ,レ ト。

2。 まとめ

立会調査を実施したが遺構・遺物は検出

できなかった。

A-4地 区土層断面

2地区土層断面
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第33章 みかん山古墳群の調査

,て
=夢
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CA-11地 区

Lヴ万=ル業

○

一́

婢物

名 称 内 容

1 事 業 名 平成16年度公共下水道第52工区管きょ築造工事

2 調 査 地 点 東大阪市東豊浦町985～ 2165

調 査 面 積 179∬

4 調 査 期 間 平成 17年 6月 22日 ～ 8月 29日 (延べ19日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄奈良線額

田駅の東である。当地点はみかん山古墳群内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約 0。9mで長さ21lm

の間であり、開削工法である。

調査地点位置図 (1/2500)
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A-11地区 A-18地区

A地区調査地遠景

――-1■n

上層断面桂状図

1.調査の概要

A-11地区の層序

第 1層 盛土。

第 2層  黒褐色(2.5Y3/1)シ ル ト。

第 3層 オリーブ黒色(7.5Y3/2)粘 質 シ

ル ト。

第 4層 暗灰黄色(2.5Y4/2)粘 質シル ト。
A-18地区の層序

第 1層 盛土。

第 2層 オリーブ黒色(5Y3/2)細 粒砂混
じリシ,レ ト。

2,ま とめ

立会調査を実施したが遺構・遺物は検出

できなかった。

A-11地区土層断面

A-18地区土層断面
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第34章 鬼虎川遺跡の調査
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名 称 内 容

1 事 業 名 平成16年度公共下水道第207工区管きょ築造工事

調 査 地 点 東大阪市西石切町 7丁目198～ 200、 201

3 調 査 面 積 176ゴ

4 調 査 期 間 平成17年 5月 16日 ～ 6月 28日 (延べ18日 )

報 告 担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄東大阪線

新石切駅の西である。当地点は鬼虎川遺跡内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約0,9mで長さ201m

の間であり、開削工法と一部推進工法である。

(①   日 t

調査地点位置図 (1/2500)
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A-1地 区 B-2地 区

A地区調査地遠景

――-l rn

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。
B-2地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 暗緑灰色(5G4/1)粘土。

第 3層 緑黒色(5G2/1)細粒砂混 じり粘
土 。

第 4層 暗緑灰色(5G4/1)細 粒砂混じり

粘質シルト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが遺構 。遺物は検出

できなかった。

A-1地 区土層断面

B-2地 区上層断面
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第35章
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鬼虎川遺跡の調査

名 称 内 容

l 事 業 名 平成16年度公共下水道第205工区管きょ築造工事

2 調 査 地 点 東大阪市弥生il■ 1359～ 1861、  1337～ 1508

調 査 面 積 243�

4 調 査 期 間 平成 17年 8月 23日 ～ 9月 8日 (延べ 7日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄東大阪線

新石切駅の西である。当地点は鬼虎川遺跡内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約0.9mで長さ286m

の間であり、開削工法である。
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調査地点位置図 (1/2500)

-119-



A-2地 区 A-8地 区

A地区調査地遠景
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土層断面柱状図

1.調査の概要

A-2地 区の層序
第 1層 盛土。
A-8地 区の層序
第 1層 盛土。
2.ま とめ

A地区で立会調査を実施したが遺構・遺

物は検出できなかった。 B・ C地区は過去

に調査を終了しているので、立会調査は実

施しなかった。

A-2地 区土層断面

A-8地 区土層断面
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